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平成 28年７月 29日 

各     位 

株 式 会 社 ジ ー テ ク ト 

代 表 取 締 役 社 長 高 尾 直 宏 

（コード番号：５９７０ 東証一部 ）  

問い合わせ先  

取締役常務執行役員 

事業管理本部長 
吉 沢  勲 

ＴＥＬ   048-646-3400 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成28年４月28日に公表いたしました平成29年３月期（平成28年４月1日～平成29年３月31日）の第２四半期（累計）及び

通期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 業績予想の修正について 

平成 29年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28年４月 1日～平成 28年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

97,000 

百万円 

3,800 

百万円 

3,800 

百万円 

2,000 

円 銭 

45.74 

今回修正予想（Ｂ） 104,600 6,400 5,900 3,900 89.40 

増減額（Ｂ－Ａ） 7,600 2,600 2,100 1,900  

増減率（％） 7.8 68.4 55.3 95.0  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28年３月期第２四半期） 
112,185 6,060 5,463 3,462 79.03 

 

修正の理由（第２四半期（累計）） 

 欧州子会社であるＧ－ＴＥＭ社の決算期を 12 月から３月に変更したことに伴い、新規車種の量産立ち上げ及び型設備

売上高の計上タイミングが第３四半期より第２四半期に前倒しとなりました。 

 第１四半期連結業績が、日本では非量産売上の増加や製造経費の減少、北米でのスクラップ価格の反転上昇や型設備売

上の利益改善などで計画を上回ったことに加え、第２四半期では、中国・南米の金型費の早期回収、各地域でのコスト削

減を見込み、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益を修正いたします。 

 

平成 29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年４月 1日～平成 29年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

202,000 

百万円 

10,600 

百万円 

10,400 

百万円 

6,800 

円 銭 

155.54 

今回修正予想（Ｂ） 206,500 13,000 12,300 8,400 192.55 

増減額（Ｂ－Ａ） 4,500 2,400 1,900 1,600  

増減率（％） 2.2 22.6 18.3 23.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年３月期） 
220,731 12,826 11,382 7,559 172.93 
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修正の理由（通期） 

上記の決算期変更及び第２四半期（累計）の連結業績修正を反映して、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する当期純利益を修正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている業績等の予想数値につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


